
 

 
 立方数 －余りの数の列をたのしむ－ 

 

 以前の「たのしい数学通信」で、平方数を２から９までの１桁の自然数で割っ

た余りの数の列を紹介させていただいたことがあります。 

 今回は、立方数を２から９までの１桁の自然数で割った余りの数の列を紹介い

たします。 

 立方数とは、１３，２３，３３，……，のような数のことです。 

 すなわち、１，８，２７，……，です。 

 

 例えば、割る数が２のとき、 

   １÷２＝０…１ 

   ８÷２＝４…０ 

  ２７÷２＝１３…１ 

  ６４÷２＝３２…０ 

となります。したがって、 

 １，０，１，０，…… 

が立方数を２で割ったときの余りの数の列を表しています。 

 

 これを踏まえると、立方数を３で割ったとき、 

 １，２，０，１，２，０，…… 

 ４で割ると、 

 １，０，３，０，１，０，３，０，…… 

 ５で割ると、 

 １，３，２，４，０，１，３，２，４，０，…… 

 ６で割ると、 

 １，２，３，４，５，０，１，２，３，４，５，０，…… 

 ７で割ると、 

 １，１，６，１，１，６，０，１，１，６，１，１，６，０，…… 

 ８で割ると、 

 １，０，３，０，５，０，７，０，１，０，３，０，５，０，７，０，…… 

 ９で割ると、 

 １，８，０，１，８，０，１，８，０，１，８，０，１，８，０，…… 

となりました。 

 

 ちなみに、平方数を２から９までの１桁の自然数で割ったときの余りの数の列

はそれぞれ 

 １，０，１，０，…… 

 

 １，１，０，１，１，０，…… 

 

 １，０，１，０，１，０，１，０，…… 

 

 １，４，４，１，０，１，４，４，１，０，…… 

 

 １，４，３，４，１，０，１，４，３，４，１，０，…… 

 

 １，４，２，２，４，１，０，１，４，２，２，４，１，０，…… 

 

 １，４，１，０，１，４，１，０，１，４，１，０，１，４，１，０，…… 

 

 １，４，０，７，７，０，４，１，０，１，４，０，７，７，０，…… 

となります。 

 

 平方数を２から９までの１桁の自然数で割ったときの余りの数の列とは一味違

った並び方が立方数の場合にも見えてきますね。 

 例えば立方数の場合には、２，３，５，６で割ったときの余りの数がすべて登

場していますね。平方数の場合には見られない特徴です。 

 ほかの特徴も見つけてみると、新しい発見があるかもしれませんよ。 （杉） 
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